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更新履歴 

 

［アーク・ノードからポイント生成］コマンドパラメーター追加 

［編集］-［編集］-［編集作図］-［アーク・ノードからポイント生成］ 

コマンド：ArcToPnt にコマンドパラメーターを追加しました。詳細につきましては、 

［編集］-［アーク・ノードからポイント生成］ダイアログボックスのヘルプをご確認ください。 

 

［矩形ポリゴン指定による連続印刷］コマンドパラメーター追加 

［印刷］-［印刷実行］-［矩形ポリゴン指定による連続印刷］ 

コマンド：PrintByMesh にコマンドパラメーターを追加しました。 

 

詳細につきましては、 

［矩形ポリゴン指定による連続印刷］ダイアログボックスのヘルプをご確認ください。 

 

URL指定での標高タイルデータ(PNG)の取り込み 

［編集］-［標高メッシュ］［取り込み］ に、 

「URL指定での標高タイルデータ(PNG)の取り込み」を追加しました。 

指定した標高タイルデータの URLから、現在の表示領域に該当するデータ（PNG形式）を取得し、標高メッシュプロジェ

クトに登録します。 

 

 

 

 

 

［レイヤー縮尺の変更］の追加 

［プロジェクト］-［プロジェクト設定］へ［レイヤー縮尺の変更］を追加しました。 

プロジェクトのレイヤーの一部、またはすべてを一括して、指定の縮尺に変更できます。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240417-110639-532.png
https://www.mapcom.tokyo/media/20240426-114147-415.png
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［Web メルカトル タイル画像エクスポート］オプション追加 

［エクスポート］-［Web タイル］-［画像］ 

「Web メルカトルタイル画像エクスポート」へ、 

 

解像度を指定するオプション 

タイル画像サイズを指定するオプション 

追加しました。 

詳細につきましては、ヘルプをご確認ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［GPSログから軌跡ベクター生成］オプション追加 

［システム］-［GPS］-［GPS軌跡］-［GPSログから軌跡ベクター生成］からのリレーション起動等による動画再生に関し

て、「動画（高速）再生用動画ファイル」「静止して拡大するときの静止表示用動画ファイル」を二重持ちする機能を実装し

ました。 

 

例えば、元の動画ファイル〇〇.mp4 に対してフレームレート等は元ファイルと同じで、画像サイズのみを縮小した〇〇-

s.mp4 があった場合、動画としての再生中は縮小版を使って再生し、ストップした時点で、オリジナルの動画ファイルか

ら、同じ位置／時間の画像を用いて拡大等を行います。 

 

また、［GPSログファイルからベクターデータ生成］ダイアログにおいて、 

FFmpeg がインストールされている場合(*)は 

「(高速描画用）低解像度ビデオの生成」ボタンが追加され、縮小動画を生成できます。 

 

（*）FFmpeg のインストールに関しては、 

FFmpeg 6 のインストール 

クリエイティブコモンズ BY NC SA 

などをご参照ください。 

 

［作図］-［長方形ポリゴン追加］追加 

 

［作図］-［アーク・ノード］-［アーク追加］へ［長方形ポリゴン

追加］を追加しました。 

長方形作図とポリゴン追加（生成）を一括して行います。 

  

https://ffmpeg.org/
https://www.kkaneko.jp/tools/win/ffmpeg.html
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［編集］-［編集］-［正規化］-［ベクターデータの合わせ込み変換 2］オプション追加 

［編集］-［編集］-［正規化］-［ベクターデータの合わせ込み

変換 2］へ 

 

「選択されない接続アークを持つノードは変換（移動）しな

い」 

「選択ノードは変換（移動）しない」 

オプションを追加しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［地理院地図］-［タイル形式画像リンクデータ］-［タイル形式画像背景表示設定］タイルデータのサイズ 

［地理院地図］-［タイル形式画像リンクデータ］-［タイル形式画像背景表示設定］での描画（表示）につきまして、 

個別のタイル画像のサイズが、256×256ピクセル以外の場合にも対応いたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［ポリゴン 3Dビュー設定］オプション追加 

［編集］-［編集］-［レイヤー］-［ポリゴン 3Dビュー設定］-［ポリゴン 3Dビュー設定］ダイアログボックスへ 

［標高メッシュに添わせる（貼り付ける）【3DViewⅡ】］チェックボックスを追加しました。 
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［同一属性要素群重心ポイント生成］追加 

［編集］-［編集］-［編集作図］へ 

［同一属性要素群重心ポイント生成］を追加いたしました。 

前景レイヤー内、指定した内部属性フィールドのデータが一致する、 

アークの代表点、ノード、ポリゴン代表点、ポイント群の重み付き重心位置に新規ポイントを生成します。 

 

［ベクトルタイルインポート］ダイアログボックス オプション追加 

 

［地理院地図］-［現在の表示領域のベクトルタイルデータを取得］-［道路中心線］-［汎用（一般）］ 

［ベクトルタイルインポート］ダイアログボックスへ、 

「リクエストヘッダー追加情報」を追加いたしました。 

認証キーなどを指定するリクエストヘッダーを指定して、ベクトルタイルを取得できます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［広域ベクター］パネルへ「削除」ボタンを追加 

 

［プロジェクトエキスパート］-［広域ベクター］パネルへ 

「削除」ボタンを追加しました。ボタンから現在のスロットが削除できます。 

また、新規プロジェクト生成時のデフォルトのスロット数を 32から 4 としました。 
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［作図］-［多角形アーク］オプション追加 

［ホーム］-［作図］-［アーク追加］-［多角形アーク］について、 

ALTキー＋クリックでの直角補正を、最後の多角形を閉じるところまで対応しました。 

この場合始点に合わせて補正されます。 

 

［文字列マスクポリゴンの生成］オプション追加 

 

［編集］-［編集］-［編集作図］-［文字列マスクポリゴンの生成］ダイアログボックスにおいて、以下オプションを追加しまし

た。 

 

（マスクでなく）アンダーラインのアークを生成する 

（元 IDでなく） 元の全属性を転記する 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［アークの表示文字列をアーク長に合わせた注記ポイントを生成］追加 

 

［編集］-［編集］-［編集作図］-［アークの表示文字列をアーク長に合わせた注記ポイントを生成］を追加しました。 

アークの表示文字列から、アーク長に一致するようにフォントサイズを調整した注記ポイントのレイヤーを生成します。 
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広域ベクターをキャッシュとして利用するベクトルタイルデータの自動ローディング機能 

［プロジェクトエキスパート］-［広域ベクター］パネル【スロット特性】ボタン 

［広域ベクタースロット特性］ダイアログボックスに「ベクトルタイルデータを利用する」チェックを追加しました。 

これが ONの場合、 

【ベクトルタイルデータ登録>>】ボタンで開く、［ベクトルタイルを広域ベクターに登録］ダイアログで、 

ベクトルタイルの諸元をセットすることで、表示画面に対応するタイルをダウンロードし、 

PC-MAPPINGのレイヤーデータ（nav)に変換して、広域ベクターとして表示、照会できます。 

 

 
 

プロジェクトキーリスト・コマンド定義追加 

プロジェクトのキーリストに 

#COMMAND:(コマンド名) 

の登録があれば、(コマンド名)に対応して、キーリストの値がコマンド文字列として実行されます。 

このコマンド定義方法で、プロジェクトに応じてその特性にあったコマンドを定義することができます。 

 

［UAV コース調整・出力］オプション追加 

 

［ツール］-［UAV コース設計］-［オプション］-［UAV飛行計画コース 調整・出力］ 

［UAV コース調整・出力］ダイアログボックスへ、 

「元の補間点を保持する」チェックを追加しまし

た。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/2024064-150022-807.png
https://www.mapcom.tokyo/media/2024064-151637-237.png
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計算フィールド関数追加 

［属性フィールドの設定］ダイアログボックスへ、計算フィールドの関数として 

DateFromString（日付文字列 , 0）を追加しました。 

文字列としての日付から、日付時刻型フィールドの内部表現データを取得します。 

 

第 1引数では、日付の文字列もしくはそのフィールドを指定します。 

第 2引数は 

1: 時刻セパレーター は - 

2: 時刻セパレーター は . 

0: 時刻セパレーター は : 

16:日付セパレーターは - 

32:日付セパレーターは . 

0:日付セパレーターは / 

 

通常は「0」を指定します。 

 

コマンド「VideoPlay2」オプション追加 

 
コマンド「VideoPlay2」で開かれたウィンドウでの「10秒進める」「10秒戻す」ボタン機能に関して、 

pcm.iniで 

[VideoPlayDlg] 
StepSec=10 

の指定で、任意秒数を指定できます。 
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［インポート］-［GeoCSV］追加 

［インポート］ -［GEOCSV］追加  

［インポート］-［汎用/GIS］へ［GeoCSV］を追加しました。 

GeoCSV形式のファイル（CSV / CSVT / PRJ)をインポートできます。 

■GeoCSV 

 

［エクスポート］ -［GEOCSV］  

［エクスポート］-［汎用］へ［GeoCSV］を追加しました。 

ベクターデータを GeoCSV形式のファイル（CSV / CSVT / PRJ)にエクスポートします。 

■GeoCSV 

 

「AttrSrchAll」 コマンドオプション追加 

全データ検索（ベクタープロジェクト）でのコマンド「AttrSrchAll」 に、新型のコマンドオプションを追加しました。 

以下は従来のコマンドオプションと異なり、メインウィンドウと共存するモードレスダイアログとなります。 

 

-Proc△n 

1:クリップボードへコピー 

2:選択要素リストを「選択状態」へ 

3:全てのリスト要素を「選択状態」へ を追加しました。 

（-Go／-GoAndClose と合わせて使用できます） 

※△は空白 

 

また、 

-GoAndClose オプションを追加しました。 

こちらの指定で、「検索を実行してダイアログを閉じる」動きになります。 

（-Proc と合わせて使用します） 

［GeoTiffから MBTiles ファイルの生成］追加 

［システム］-［画像］へ、［GeoTiffから MBTiles ファイルの生成］を追加しました。 

このコマンドを実行するには、GDAL(Geospatial Data Abstraction Library)がインストールされていることが必要です。 

 

インストールの詳細につきましては、以下の記事をご参照ください。 

■MAPCOM WORLD TOPICS 

ベクトルタイルの利点とは？ 

「PC-MAPPINGでのバイナリーベクトル表示方法」-「事前準備」 

 

  

https://giswiki.hsr.ch/GeoCSV
https://giswiki.hsr.ch/GeoCSV
https://www.mapcom.tokyo/mapcomworldtopics/topics78/
https://www.mapcom.tokyo/media/2024064-163013-978.png
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［JPEG ファイル（属性フィールド）への位置座標付与］オプション追加 

［ツール］-［画像ファイル］-［座標付与］-［JPEG ファイル（属性フィールド）への位置座標付与］において、 

属性フィールドに「方向」フィールドがある場合、それを基に、EXIFの撮影方向にも反映されるようにしました。 

また、「GPS情報付き EXIF-JPEG ファイルの取り込み」の際にも、撮影方向が復元されます。 

 

［構成メッシュの結合］ダイアログボックスオプション追加 

［標高］-［編集］-［構成メッシュの結合］ダイアログボックスへ、 

「現在の結合されたメッシュを解除する」 

「現在の結合されたメッシュ以外を抹消する」オプションを追加しました。

 
 
 

［エクスポート］-［GeoPackage（GPKG）ファイル］追加 

［エクスポート］-［汎用］-［GeoPackage（GPKG）ファイル］を追加しました。 

GeoPakage（GPKG）形式のファイルにエクスポートできます。 

■GeoPackage 

 

このメニューを実行するには、GDAL(Geospatial Data Abstraction Library)のインストールが必要です。 

GDALのインストールについては以下をご参照ください。 

■MAPCOM WORLD TOPICS 

ベクトルタイルの利点とは？ 

  

https://www.geopackage.org/
https://www.mapcom.tokyo/mapcomworldtopics/topics78/
https://www.mapcom.tokyo/media/2024065-095529-778.png
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起動オプション追加 

PC-MAPPINGの起動オプションを追加しました。 

 

[書式] 

-FastBoot△para 

※△は半角スペース 

paraには、以下の文字の任意の組み合わせ文字列を指定します。 

 

使用例：-FastBoot△HVQPR 

 
 

H : HTMLバー、HTML メニューバー を生成しない 

V : BingMapバー を生成しない 

C : 地理院地図バー を生成しない 

T : タスクメニューバー を生成しない 

Q : クイックバー を生成しない 

J : タスクバージャンプリスト を生成しない 

P : （使用可能な）プリンターリスト を生成しない 

R : リボンバー を生成しない 

 

生成処理を省略することで、PC-MAPPINGの起動時間を短縮できます。 

ただし、起動後の追加生成や表示が行えないため、再表示するには、PC-MAPPINGの再起動が必要です。 

 

起動オプションについての詳細は以下をご参照ください。 

■ヒント集 

起動オプション一覧 [概要] 

 

［編集］-［文字列編集］メニューの追加 

［編集］-［編集］-［文字列編集］メニューを追加し、 

従来「編集作図」メニューにあった以下のものを移動しました。 

 

⚫ 文字列フォントベクター生成 

⚫ 文字列マスクポリゴンの生成 

⚫ 文字列引き出し線アークの生成 

⚫ 文字列引き出し先ポイントの生成 

⚫ 文字ボックス引き出し線の調整 

⚫ 文字列ポイント整列位置調整 

⚫ アーク文字列から注記ポイント生成  

 

  

https://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint35.htm
https://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint35.htm
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［ポイントの表示文字列毎にポイントレイヤーを生成］追加 

［編集］-［編集］-［文字列編集］へ、 

［ポイントの表示文字列毎にポイントレイヤーを生成］を追加しました。 

ポイントの表示文字列ごとに、注記ポイントのレイヤーを生成します。また、属性フィールドは元のレイヤーにある全ての

フィールドが転記され、表示設定状態のみが、レイヤーに合わせて調整されます。 

 

 
 
 
 

［集計・統計処理］・［クロス集計］表示の変更 

［データベース］-［編集］-［演算・集計］-［集計・統計処理］ 

［データベース］-［編集］-［演算・集計］-［クロス集計］ 

列挙型フィールドに関して、結果のデータベース上での表示を、キー値ではなく、文字列に変更しました。 

  



 

14 

 

［プロジェクトエキスパート］-［キーリスト］へ画面抑制追加 

［プロジェクトエキスパート］-［キーリスト］パネルへ、@SuspendSizeChange を登録することで、そのプロジェクトを開い

た際に、ウィンドウサイズの変更などを抑制する機能を追加しました。 

 

キー @SuspendSizeChange 

値  以下ご参照ください 

 

ID：ウィンドウの各種機能 

0 = 元のサイズに戻す 

1 = 移動 

2 = サイズ変更 

3 = 最小化（アイコン化） 

4 = 最大化 

5 = 閉じる 

 

それぞれに対し、 

0 で 使用不可／1で使用可になります。 

連続して表記する際のセパレーターは、 

空白、カンマ、セミコロンが有効です。 

 

例：移動不可・サイズ変更不可・最小化不可・閉じる不可 

キー @SuspendSizeChange 

値  1=0,2=0,3=0,5=0 

 

※キーリストの再設定を行うタイミングが、 

「プロジェクトを開く」タイミングになりますので、 

一度プロジェクトを保存し、開きなおす必要があります。

 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/2024085-115448-351.png
https://www.mapcom.tokyo/media/2024082-154757-193.png
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［プロジェクトエキスパート］-［キーリスト］へメイン画面抑制追加 

［プロジェクトエキスパート］-［キーリスト］パネルへ、@SuspendSizeChangeMain を登録することで、 

そのプロジェクトを開いた際の、メインフレームウィンドウサイズの変更などを抑制する機能を追加した。 

キーリストの登録方法は、上記の @SuspendSizeChange と同様です。 

 

 
 
 

［PVP設定］-「保存完了後、ZIP ファイルに集約する］追加 

［プレゼンテーションビューアーパックの設定］ダイアログボックスへ、「保存完了後、ZIP ファイルに集約する」チェックボッ

クスを追加しました。ONの場合、PVP ファイル群を ZIP ファイルに集約し、作成した ZIP ファイルをエクスプローラー上で

展開します。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/2024085-115241-875.png
https://www.mapcom.tokyo/media/2024082-162634-908.png
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［プロジェクト間レイヤー比較］追加 

［ツール］-［領域検索］-［比較・抽出］-［プロジェクト間レイヤー比較］を追加しました。 

現在アクティブなプロジェクトと、他のプロジェクト間で同一タイトルのレイヤーを比較して、一致するものがない要素を選

択状態にします。 

該当レイヤーは、「メッセージ」ウィンドウに表示されます。

  
 

［標高］-［編集］-［構成メッシュの結合］機能追加 

 
［標高］-［編集］-［構成メッシュの結合］ 

［編集］-［標高メッシュ］-［編集］-［構成メッシュの結合］に関して、結合されたメッシュと元のメッシュデータ両方が存在する

場合は、標高メッシュ構成のリストに、【結合】 (元のメッシュ名) として表記されます。 

 

※標高メッシュ構成のリストは、 

［プロジェクトエキスパート］-［標高メッシュ］パネルより【ウィンドウ表示】を行い、その後［標高］-［設定］-［標高メッシュプロ

ジェクトの設定］より確認いただけます。 

https://www.mapcom.tokyo/media/2024082-164450-656.png
https://www.mapcom.tokyo/media/20240920-153156-566.png
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図郭コード等算出（コンパクト表示）追加 

［ツール］-［表示領域］-「図郭コード(2)」（図郭コード等算出（コンパクト表示））を追加しました。 

現在表示されている領域のメッシュコードと、各縮尺の DM図郭コードのリストをコンパクトなダイアログで表示します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［GPSログファイル（複数可）と対応する動画ファイルとのリンク］を追加 

［システム］-［GPS］-［GPSログファイル（複数可）と対応する動画ファイルとのリンク］を追加しました。 

GPSログファイル（※複数可）と対応する動画ファイルをリンクした、プロジェクト・レイヤーを新規作成し、ベクターデータ

(アーク・ポイント)を生成します。生成したベクターレイヤーのポイント属性照会から【リレーション】ボタンで動画再生が可

能です。 

 

また、以下のオプションを追加しました。 

 

⚫ ExifTool がインストールされている場合、GPS情報付き動画ファイルから GPX ファイルを抽出する 

⚫ ffmpeg がインストールされている場合、実行時に高速に動画再生するための解像度調整動画ファイルの生成 

⚫ 登録された複数動画ファイルを１つのファイルに結合する 

 

詳細につきましては、［GPS ログとビデオファイルとのリンクデータ生成］ダイアログボックス内のヘルプをご参照ください。

 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240920-161631-594.png
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［同一属性要素間アーク作図］コマンドオプション追加 

［編集］-［編集］-［編集作図］-［同一属性要素間アーク作図］ 

コマンド AttrArcDraw にコマンドオプションを追加しました。 

詳細につきましては、［同一属性要素間アーク作図］ダイアログボックス内ヘルプをご確認ください。 

 

［TIN、標高メッシュからの Z値付与］コマンドオプション追加 

［編集］-［編集］-［Z値］-［TIN、標高メッシュからの Z値付与］ 

コマンド ZFromTin2 のコマンドパラメーターを整理し追加しました。 

詳細につきましては、［TINレイヤーから Z値付与］ダイアログボックス内ヘルプをご参照ください。 

 

［選択状態転記（レイヤー内）］へ転記方法の追加 

［選択］-［転記］-［選択状態転記（レイヤー内）］の転記方法へ、「ポリゴンから構成アーク（中抜け側アークも含める）」を追

加しました。 

※従来メニューの「ポリゴンから構成アーク」では、中抜け側アークへは転記されません。 

 

 
 

［プロジェクト間接合チェック］-「Z値比較」追加 

［ツール］-［領域検索］-［比較・抽出］-［プロジェクト間接合

チェック］へ、「Z値も比較の対象とする」オプションを追加

しました。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240924-094038-688.png
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［アーク属性照会］ダイアログ-［座標リスト］ウィンドウへ表示の追加 

［属性］-［照会］-［アーク属性照会］ダイアログ-【座標リスト】ボタン-［座標リスト］ウィンドウへ、アークの座標列に区間距

離・累積距離を追加しました。 

また、有効な Z値がある場合、区間（アークセグメント）毎の傾斜（％）も表記します。

 
 
 

「360度のパノラマ写真 JPEG ファイル」の GPANO タグに関しての追加 

360度のパノラマ写真 JPEG ファイルに格納される GPANO タグ ※の情報に関しまして、 

ExIfTool がインストール済みであり、なおかつ Pcm.ini ファイルで、以下の設定がされている場合、 

[SystemEnvMgr] 
JpegInfoEx=1 

読み込み時に GPANO タグ情報をキーリストに格納し、保存する際はキーリストにある GPANO情報が復元されます。 

 

※ 

Projection Type 
Use Panorama Viewer 
Cropped Area Image Width Pixels 

Cropped Area Image Height Pixels など 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240924-095116-948.png
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［属性データ表示制御］ダイアログボックス-「保存・読込み」の追加 

［属性データベース設定］-［データベースの設定］パネル-【表示制御】ボタン 

［レイヤーエキスパート］-［ベクター］パネル-【表示制御】ボタン 

［属性データ表示制御］ダイアログボックスへ、「保存・読込み」ボタンを追加しました。 

 

「現在の設定をファイルに保存」、「ファイルから現在の設定に読み込み」を選択することで、現在の表示制御の設定情報

を、指定のファイル（XML形式）に保存できます。 

また、保存したファイルから、読み込んで復元も行えます。 

 

 
 

［データベース］-「検索文字の ￥ をそのまま使う」チェックボックスを追加 

［データベース］-［編集］-［検索・置換］-［セルの検索］ 

［データベース］-［編集］-［検索・置換］-［フィールド検索］ 

［データベース］-［編集］-［検索・置換］-［セルの置換］ 

［データベース］-［編集］-［検索・置換］-［フィールド置換］へ、 

「検索文字の ￥ をそのまま使う」チェックボックスを追加しました。 

 

このチェックボックスを ONにすることで、通常改行コードとして認識している、「¥n」のような文字列を検索することができ

ます。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240925-095334-505.png
https://www.mapcom.tokyo/media/20240925-100707-612.png
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メニューにないコマンド「ViewSplit」を追加 

メニューにないコマンド ViewSplit を追加しました。 

ベクターウィンドウを分割・解除できます。 

 

ViewSplit△-Row△（*分割位置）…縦方向に分割する 

ViewSplit△-Col△ （*分割位置）…横方向に分割する 

ViewSplit△-Row△（*分割位置）△-Col （*分割位置）…縦横方向に 4分割する 

（*分割位置）…ウィンドウ全体に対する相対位置を 0.1 ～ 0.9の範囲 で入力します 

ViewSplit -Off …分割状態を解除する 

 

例：ViewSplit△-Row△0.5 ベクターウィンドウを縦方向半分に分割する 

※△は空白 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［印刷］-［印刷実行］-［プレビュープロパティ］の追加 

［印刷］-［印刷実行］-［プレビュープロパティ］を追加しました。 

印刷プレビューとして開くウィンドウのタイプやイメージの解像

度を指定できます。 

また、この設定は pcm.ini ファイルに保存され、起動環境とし

て次回以降も適用されます。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240925-104124-589.png
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「シェープファイル」インポート時の UTF8の変換追加 

［インポート］-［汎用/GIS］-［シェープ］-［ArcViewシェープファイル］ 

シェープファイルのインポートにおいて、以下の場合、属性ファイル（*.dbf）の内容を自動判別し、必要に応じて UTF8から

の変換処理を行うようにしました。 

 

⚫ オプションの「UTF8」が OFFであり、*.cpg ファイルが存在しない場合 

⚫ 国土数値地図のインポートのように、「UTF8」オプションの設定がなく、*.cpg ファイルが存在しない場合 

 

この自動判定処理は、pcm.ini ファイルにおいて、 

[ShpImport2] 

UTF8Auto=0 を設定することで、無効にできます。 

 

作図時のスナップ処理、対応オプションの追加 

［作図］-［作図補助］-［スナップ設定］作図時のスナップ処理において、［プロジェクトエキスパート］-［表示モード］パネルで

「異なる座標系レイヤーの合わせこみ表示」が ONの場合は、異なる座標系のレイヤーに対してもスナップ処理が行われ

るようにしました。 

 
 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20240925-112604-573.png
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［矩形ポリゴン指定による連続印刷］オプション追加 

［印刷］-［印刷実行］-［矩形ポリゴン指定による連続印刷］-「ポリゴン領域外を塗りつぶす」オプションにつきまして、［マー

ジン部分も塗りつぶす］チェックボックスを追加しました。 

また、塗りつぶしにおいて他のブラシスタイルも指定できるようにしました。 

 

 
 

計算フィールド 環境変数追加 

［属性フィールドの設定］ダイアログボックス -「計算フィールド」に以下の環境変数を追加しました。 

 

$SelRecNum ：選択レコード数 

$SelRecIndex：選択レコードの中でのインデックス 

 

Proc系コマンド追加 

［メニューにないコマンド］-［Proc系コマンド］ 

「Proc△Layer」に、フィールドの追加・削除機能・一部設定機能を追加しました。 

 

詳細につきましては、PC-MAPPINGヘルプ-［メニューにないコマンド］-［Proc系コマンド］ 

「Proc Layer」を参照してください。 

 

インポート機能更新 

［インポート］-［国土地理院］-［数値地図（画像）］へ、［電子地形図 50000 PDF形式］を追加しました。 

電子地形図 50000 PDF形式をインポートし、画像データを広域イメージに登録したプロジェクトを生成します。 

 

 
 

https://www.mapcom.tokyo/media/20241111-102936-802.png
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［プロジェクト間レイヤー比較］オプション追加 

［ツール］-［領域検索］-［比較・抽出］-［プロジェクト間レイ

ヤー比較］において、 「アークをセグメント単位に比較す

る」チェックを追加しました。 

これが ONの場合、アークは座標列としてではなく、アーク

の補間点毎に、同一座標点があるかを検索します。 

 

また、差分として、連続した不一致点はアークに、1点のみ

の不一致はポイントとして、"@"+(元レイヤー名)+"_E" の

レイヤーに転記されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［背景イメージ・統合広域イメージをポリゴンで連続切り出し］オプション追加 

［編集］-［編集］-［背景イメージ］-［背景イメージ・統合広域イ

メージをポリゴンで連続切り出し］へ、「長方形ポリゴンから

切り出す場合、回転パラメーターを使って切り出す」オプショ

ンを追加しました。 

 

オプションが有効で、長方形のポリゴンと判定した場合*は、

指定のポリゴンで切り出しを行います。 

切り出した画像は回転していないため、座標情報として回

転パラメーターをセットします。 

この場合、ポリゴンの第 1点（始点）が画像の左上、第 2点

が右上、第 3点が右下、第 4点が左下として処理されま

す。 

 

*長方形判断基準＝補間点が始終点含めて 5で、対辺の

長さが等しいかどうか 
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「ルック＆フィール」の設定 廃止モード追加 

［システム環境設定］-［ルックアンドフィール］パネル-「ルック＆

フィール」の設定に関して、表示非推奨の 「WindowsXP」～

「Carbon BLack」までを基本廃止としました。 

一度でも、Office2010 以降のものを選択した場合、それ以前

のものは選択できなくなります。 

加えて新たに Office2010を非推奨扱いとしました。 

 

非推奨とはなりますが、 

pcm.ini ファイルにて、以下を追加することで廃止されたモード

も再度選択可能となります。 

[SystemEnvMgr]   
VisualMode=0 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［フィールド結合］オプション追加 

［データベース］-［編集］-［編集］-［フィールド結合］において、 

「選択レコードのみを対象とする」チェックを、結合先・結合元の

両方に追加しました。 

また、「キーの重複があっても強行する」オプションを追加しまし

た。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241112-161126-483.png
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［フィールド照合・転記］オプション追加 

［データベース］-［編集］-［編集］-［フィールド照合・転記］において、

「選択レコードのみを対象とする」チェックを、「照合・転記先」、「照

合・転記元」の両方に追加しました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［明るさの均一化］処理方法改善 

［イメージ］-［変換］-［輝度調整］-［明るさの均一化］において、処理方法を改善しました。 

 

［16ビット階調 TIFF ファイルを 8ビットカラーTIFFに変換］追加 

［システム］-［画像］-［画像入力変換］へ、 

［16ビット階調 TIFF ファイルを 8ビットカラーTIFFに変換］を追加しました。 

複数の 16ビット階調の TIFF ファイルを、8ビットカラーに変換して保存できます。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241112-161339-799.png
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PC-MAPPINGの起動オプションの追加 

PC-MAPPINGの起動オプションを追加しました。 

 

[書式] 

-FastBoot△para 

※△は半角スペース 

paraには、以下の文字の任意の組み合わせ文字列を指定します。 

 

使用例：-FastBoot△HVQPR 

 
 

H : HTMLバー、HTML メニューバー を生成しない 

V : BingMapバー を生成しない 

C : 地理院地図バー を生成しない 

T : タスクメニューバー を生成しない 

Q : クイックバー を生成しない 

J : タスクバージャンプリスト を生成しない 

P : （使用可能な）プリンターリスト を生成しない 

R : リボンバー を生成しない 

W : WebView2機構をロードしない を追加しました。 

生成処理を省略することで、PC-MAPPINGの起動時間を短縮できます。 

ただし、起動後の追加生成や表示が行えないため、再表示するには、PC-MAPPINGの再起動が必要です。 

 

起動オプションについての詳細は以下をご参照ください。 

■ヒント集 

起動オプション一覧 [概要] 

 

［アーク部分作図編集（スプライン）］追加 

［作図］-［アーク・ノード］-［アーク部分作図編集（スプライン）］を追加しました。 

既存のアークにスプライン補間が行えます。 

  

https://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint35.htm
https://www.mapcom.co.jp/support/hint/other/hint35.htm
https://www.mapcom.tokyo/media/20241111-170352-408.png
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ベクターデータと地理院地図等の 重ね合わせ表示変更 

ベクターデータと地理院地図等の重ね合わせに関して、表示の変更を行いました。 

 

地理院地図は JGD2000/2011相当の準拠楕円体でのWeb メルカトル図法で作成されているため、 

従来、PC-MAPPINGでは、JGD2000ではない座標系のベクターに対しては、地理院地図を表示しないようにしておりま

した。 

こちらは表示を行ってもズレてしまうためです。 

 

今回の更新では、「表記上 JGD2000ではないが、実データは JGD2000になっている」といったデータの対応のため、 

地理院地図の表示を行うように変更しました。 

 

表示の際、データが直角座標の場合は、投影変換による合わせこみが必要となりますが、 

JGD2000 と日本測地系(TKY)は準拠楕円体が異なるため、投影変換後の位置は 4m程度ズレて表示されます。 

そのため、直角座標では日本測地系(TKY)と地理院地図等の重ね合わせは非表示としております。 

 

重ね合わせた表示をする場合は、ini ファイルに以下を追記することで、 

強制的に、「前景レイヤーは JGD2000」と想定して 

重ね合わせた描画が行えます。 

[SystemEnvMgr] 
WebMercatorTileForceDraw=1 

 

［リレーション起動のオプション設定］設定追加 

［スタート］-［リレーション起動のオプション設定］に、 

「１つのセル内に 空白、カンマ で区切られた複数のリンクパスの

記述を想定する」チェックを追加しました。 

これが ONでリレーション起動を行う場合、フィールド内の文字列を

空白かカンマで区切り、リレーション起動を試みます。 

なお、空白やカンマが含まれるパス名等は "〇〇" で括る必要が

あります。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160250-134.png
https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160317-607.png
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［矩形ポリゴン指定による連続印刷］オプション追加 

［印刷］-［印刷実行］-［矩形ポリゴン指定による連続

印刷］-「保存ファイル毎にフォルダーを生成する」オ

プションを追加しました。 

※［印刷］-［印刷設定］-［外部フォーマット出力設定］

より、外部フォーマット出力設定済みの場合のみ有

効です。 

 

SXFや DXFなどの外部フォーマット出力時に、一緒

に出力される関連ファイル（背景画像ファイル等）を、

1つのフォルダーにまとめます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

［想定整形地の生成（一括処理）］コマンドパラメーター追加 

［ツール］-［図上計測］-［想定整形地の生成］-［想定整形地の生成（一括処理）］のコマンド「VirtRect2」へ、新型のコマン

ドパラメータを追加しました。 

詳細につきましては、ヘルプをご参照ください。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160419-762.png
https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160443-670.png
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［座標データのベクター変換］Z値オプション追加 

［データベース］-［編集］-［座標データ］-［座標データのベクター変

換］へ、「3D対応」のオプションチェックを追加しました。 

このチェックが ONの場合、通常は XY座標の一致でノード結合を

行いますが、XYZ座標が一致している場合のみ結合ノードになる

処理を行います。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[シェープファイルインポート] .zip ファイル指定 

［インポート］-［汎用/GIS］-［シェープ］-［ArcViewシェープファイル］において、 

.shp ファイルの他に、.zip ファイルを指定できるようにしました。 

フォルダ中に .shp ファイルが含まれているものとして処理を行います。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160538-385.png
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アーク代表点 色・サイズ変更 

アーク代表点の表示に関しまして、 

［レイヤーエキスパート］-［キーリスト］パネルより、 

色とサイズを明示的に指定できるようにしました。 

 

使用例 

@ArcCenterColor ＝ RGB(0, 255, 0) 

@ArcCenterSize ＝ 5 （ｍｍ単位）

 
 

［アーク平滑化］コマンドパラメーター追加 

［編集］-［編集］-［編集作図］-［アーク平滑化］ 

コマンド：SpLine へ、新型のコマンドパラメーターを設定しました。 

詳細につきましては、ヘルプをご参照ください。 

 

［位相一貫性のチェック］コマンドパラメーター追加 

［編集］-［編集］-［交点・ダブリアーク］-［位相一貫性のチェック］ 

コマンド：TopologyCheckへ、新型のコマンドパラメーターを設定しました。 

詳細につきましては、ヘルプをご参照ください。 

 

［背景ピクチャー］パネル「キーリスト」ボタン追加 

［プロジェクトエキスパート］-［背景ピクチャー］パネルへ、「キーリスト」ボタンを追加しました。 

指定の背景ピクチャーに対して、任意のキーリストを設定できます。 

詳細につきましては、ヘルプをご参照ください。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160607-518.png
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［背景ピクチャー］パネル「キーリスト」追加 

コンパスバー表示  

［プロジェクトエキスパート］-［背景ピクチャー］パネルへ、「キーリスト」ボタンより、 

キーリストに AutoSnap を設定することで、コンパスバーを表示画面の四隅にスナップします。 

こちらは背景ピクチャーとしての座標に関係なく利用できます。 

 

使用例 

AutoSnap = 1 …右上 

AutoSnap = 2 …左上 

AutoSnap = 3 …左下 

AutoSnap = 4 …右下 

コンパスバーのサイズ指定  

キーリストに Size を設定することで表示するサイズを指定します。 

ｍｍ単位での指定となっており、デフォルトは 20ｍｍです。 

点対象（回転してもデータの描画範囲が変わらないもの）でないコンパスパターンの場合は、 

デフォルトとして、点対象 = 0 をセットします。 

 

使用例 

Size = 20 
 

 
 

［3DビューⅡ 基本パラメーター設定］追加 

［ホーム］-［3Dビュー］へ、［3DビューⅡ 基本パラメーター設定］を追加しました。 

3DビューⅡでの最大ポイント数や、ポイントの描画サイズ、マウス動作時の間引き設定などを指定できます。 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160707-995.png
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［結合ノードを跨ぐアークを検知、分割、ノード結合］追加 

 

［編集］-［交点・ダブリアーク］-［結合ノードを跨ぐアークを検知、分割、ノード結合］を追加しました。 

結合ノードを跨ぐアークを検索して、分割・ノード生成、ノード結合などを行います。 

 
 

［タイル形式画像背景表示設定］コマンドパラメーター追加 

［地理院地図］-［タイル形式画像リンクデータ］-［タイル形式画像背景表示設定］ 

コマンド RasterTileUrl に、オプションを追加しました。 

詳細につきましては、ヘルプをご参照ください。 

 

［アーク・ノード構造検査］属性の保持 

［編集］-［検査］-［アーク・ノード構造検査］で、アーク、ノードにエラーを検知した場合、ノードの再生成が行われます。 

その際に、ノード属性ができるだけ保持されるようにしました。 

また、座標が一致する端点ノードは、端点ノードのまま、保持されます。 

 

［文字列引き出し線アークの生成］オプション追加 

［編集］-［編集］-［文字列編集］-［文字列引き出し線アークの生成］へ、「円形枠線を生成する」を追加しました。 

※直角座標系での利用を推奨しております。 

 

 

https://www.mapcom.tokyo/media/20241225-160734-394.png
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日付時刻関数の追加 

［属性フィールドの設定］-「☑計算フィールド」 

日付時刻関数に、DateTimeValid( )を追加しました。 

日付時刻型の内部表現が有効なら 1、無効なら 0 となります。 

 

「文字列のキーリスト」追加 

［プロジェクトエキスパート］-［キーリスト］パネル内 

文字列キーリスト 

キーに任意の文字列、任意の値があった場合、 

他のキーリストの値に、指定の%%任意の文字列%%があれば、指定の値で置き換えて認識します。

 
 

［メッシュポリゴン、格子ポイント生成］オプション追加 

［編集］-［標高メッシュ］-［編集］-［メッシュポリゴン、格子ポイント生成］へ、「構成 HMesh毎にレイヤーを作成」 オプショ

ンを追加しました。 

ONの時、標高メッシュにあるそれぞれのデータ領域ごとにレイヤーを作成します。 

 

 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20250318-145359-714.png
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「クイックバーの設定」ダイアログ サイズ変更 

［ワークスペース］-［クイックバー］-［クイックバー］ 

［クイックバー］クイックバーの設定ダイアログをサイズ変更可能にしました。 

ボタンイメージで文字列が長い場合や画像が大きく見切れてしまう場合、横サイズを変更して、確認できます。 

 

 
 

［集計・統計処理］オプション追加 

［データベース］-［編集］-［演算・集計］-［集計・統計処理］ 

ダイアログボックスへ、「総合計レコードを追加する」チェックを 

追加しました。 

デフォルトは ONのため、OFFにすることで、 

「総合計レコードは生成されず、 

第 1 フィールドの型は元の型で保持」されます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

https://www.mapcom.tokyo/media/20250318-150001-534.png
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「文字ボックスフィールドの編集」オプション追加 

［データベース］-［編集］-［注記属性］-［注記属性の一括編集］の、文字ボックスフィールドの編集に関して、引き出し線の

「図葉上サイズ」のチェックも一括変更対象としました。 

 

 
 

［特殊選択］オプション追加 

 

［選択］-［個別選択］-［特殊選択］へ、 

 

• 始終点が一致する右回りのアーク 

• 始終点が一致する左回りのアーク 

を追加しました。 

 

インポートしたシェープファイルの、中抜けポリゴンのアークの抽出

に応用できます。 
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WebPへ対応 

ウェブ用の画像形式である、WebP に対応いたしました。 

拡張子は ".webp" で、  

 

• ［地理院地図］-［タイル形式画像リンクデータ］-［タイル形式画像背景表示設定］ 

• ［地理院地図］-［タイル形式画像リンクデータ］-［タイル形式画像を広域イメージに登録］ 

での画像利用にも対応しました。 

 

また、［エクスポート］-［Web タイル］-［Web メルカトルタイル画像］に、 

従来の PNG形式に加えて、WebP形式を追加しました。 

 

［統合標高メッシュツール］の追加 

［システム］-［統合標高メッシュ］へ、 

［ツール］（統合標高メッシュツール）を追加しました。 

生成済の統合標高メッシュから、一部の切り出しや、指定図郭で分割してファイル出力を行います。 

 

 

  

https://developers.google.com/speed/webp?hl=ja
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ご注意 
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2. 本文の機能説明とヘルプの機能説明に相違点が発生した場合はヘルプの記述を優先してください。 

3. 本文の内容につきましては、万全を期して作成しましたが、技術的な内容について万一不審な点や誤り、

記載もれなどお気付きのことがございましたら（株） マプコンまでご連絡ください。 
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